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家蚕蛾の i嘆受，特に鰯肢に関ずる

一一 の賓験にクいて

瀧搾義郎

C~l:ì毎道大1事農車部:養絃王手数宅〕

Some experiments on olfactory sense of silkworm moths， 

especial1y on the role of the antenna 

YO削 IIROTAl¥IZ.¥W.¥ 

昆品のPJ~莞については，古くは HICKS (18GO)， 

N ，¥GEL (1897)以来， 虫干に闘する FRlSCH(1915， 

19H1， 1921)のj剛宅設， とれに到する MじI~l的。

(H1l4， 191i， 1919， 1929)ιコolfactorypore rrJt， 

l\ II);"~ICl [(1924)， B.AI口、¥YELL(1924)の研究がる

るo 我岡に於ても家誌をmいて olfactor}ア poreの
敢に闘する三宅，八木 (1920)，石森，務、藤 (1925)

の研究がある。中品(1929，1930， 1931， 1935)や小

野 (1929)，西郷 (1933)，室賀 (19B9)，近くは応用

(1949)などの鷲見の感受器に闘する研究から映莞

の主部は慣肢に在るがj腕)j主以外にも副部の器官，

45に口器，或は羽根の一部にも存するとされ， rt!Ji 
次iりjになりつつある。者~:fí・l土カイコの蛾をJjjいて

隅肢のみならや，その他の器管にも U>~:完の作 J Ilが

あるというJ.!.地から，その作mに闘して111111"IWIJ V'.J 
相違について，或l土米交配蛾ならびに経交配蛾年

につき二三のノj、さい貫験を行ったので，その結果

を報告したいと忠弘

本文に入るに先立ち，懇おなる御鞭撞を賜っ

た農里安部it晶与1教室内川登一教授ならびに校関の
歩:Jを添うしたまll[串部動物取教室牧野牝二郎教授に

傑く感謝の~0":を去する。

材料及び賓験方法: 材料は4三事農場義諸宝

で多年飼育せる品種及び日支交雑f置を選んだが，

質験を大別して第一及ぴ第ごとし，質験第一は存

誌Wl琵蛾せるもので7月末に，質験第二は夏杭謡

飼育殻蛾材料により， 大目豊 10月中旬に之を行っ

た。琵蛾ili後に自然のままに交配せる雌般をiえっ

て1車nとして蛾輸にてゐほい， 交配後約 30分，
即ち完全なる交配ならびに射精の行lまれた後に割

愛する。各車11.1手に者1売を附して置き，底;fql後に以
前Jと同ーの帯蹴雌蛾の蛾輸の中に入れる。従って

雌雄相互はずょに比蚊的近接の良一眼輸の内経範同

ーに1i1.置する事となる。

第一賢駿

賓駿 1: 殻峨後芭ちに交配せしめ， 30分後
に害1]愛して雄蛾の頭部を切断する。

a)交配中:許税を附しで置き， 雄由孜副部切断後

以前と同ーの雌蛾の底に世くものを (a)とする。

b) 1象め 30分mJ交配は (a)と同様なるも， 全部
の雌蛾を集めた場所え頭部切断せる雄蛾を入れ，

自然欣態に於いて交阻せしめるもので， (a)， (b)共

その何れもが交配率は Oであった。

賓験 nI 1， lV， V: 護峨後BO分1l¥1交配せ
しめた後に鰯肢をそのJ栄元より切除した。切除後
は 1-(a)の如く以前の雌蛾の底に入れてやる。
賓験日:琵蛾後直ちに嫡肢を切除し，各々

この報骨の一部は附和 24年 12月H本動物皐曾北海道支部第二阿犬舎に溌表した。文部省科皐研究費に依る研究。
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雌雄OH宛を交配せしめた。

費験vn:向il場jに隅肢の大¥¥貯を除去するが一
部多少残ったと忠はれるもので護蛾後直ちに交配

せしめる。

責験VI: 賓験 Eと同様でるるが 30分交

配後，備肢を除くと共に共蕗を封蝋ずる。

賓験四: 市と同様なるも封蝋筒所は口掃を

合む。

賓験 X:閣と同様なるも封蝋筒所を杢頭部
とする。

賓験盟 xと同様なるも更に胸肢も封蝋す。
以上の結果を簡阜に第1去に表示する。

Sru表第一笈験の結果

質腕| 賓験廃哩 [品種名|問交問!交関陣
弔問1〓(~G) 

I 頭部切断 a 日支交雑 301 0 i 0 
b A-2 13010: 0 

E 双方煽肢切除 A-2 45 21 46.7 
E 双方繍肢 idJ[京 日支交雑 40 31 77.8 
IV 双方鰯舷切除 A-1Q 25 11 44.0 
V 双方繍肢切除 春カスリ 25 5 20.0 

百 双方鰯股交idJ問1永〉 春カス P 25 2 8.0 (未

V[ 蜘期胸膜切除 日支交雑 50 31 62.0 

1置 E同様後封蝋 日支交雑 50 36 72.0 
E 四同様口器共封畷 日支交雑 50 18 36.0 
X 1彊同様金頭部封蝋 日支交雑 35 9 2う7

宜 X同様胸脚共封蝋 日支交雑 20 2 10.0 

第=費験

賓験 1:頭部切断 との寅験に於ては常に

二つの方法が採られた。 帥ち a)最初先づ殻蛾直

後のものを直ちに交配せしめ 30分後に之を割愛

し，強め雌雄共に容蹴左附しで泣き同一千存続， gp 

ち以前に交配せしめたる雌献の庭に同ーの雄を頭

部を切露rr後l'Jぴ交配せしめる需に置く。 b)護蛾後
直ちに米交配の雄の頭部を切断[ずる。頭部切断さ

れた雄d~~を雌践に交配ぜしめる。此の結果は供試

材料(a)，(b)共vz:雌雄各々 50蛾を用いたが，その

何れも還に交肥するものがなかった。

費験n:摘肢片側切除 a)護蛾後直ちに交
配せLめ， 30分後に害IJ愛Lて任意に雄蛾の左又は

おの， J¥"{l!iJの畑肢を切除して， /'Uーの雌蛾に交配

せじめる。 b)殻版後交配せしめやに直ちに鱗股切

除し雌蛾と交配せしめる。

此の寅験の結果をみると， 交配王手は a)5896， 

b) 3496であった。

賀験1:燭股双方切除吋及びb)，質験例1
及び2と/，cr左京であるが，摘肢は双方を切除する。

此の場合の交配王手は a)6296， b) 3296であづた。

賀験1V:s削ぞ切除後パラフインで封ナ、る。 a)

と.b)に分ち，貫験の 3と同様な底置をとったが，

偶肢の双方を根元より切除して，更にその個所を

バラフインで‘封守る。 此の場合の交配率は a)48

96， b) 2696であった。

以上の結果を簡単に第2去に示す。

第2表第二賞験の結果

底験質 |脇陣(物質験 E怠理

部切断 230分交間後 50 O O I 現 ・，禾交関E50 O O 

a.30分交関E後 50 29 58.0 E 片方燭肢切除・-叫b，未交関E50 17 34.0 

方鯖肢切除. a，30分交際後 50 31 62.0 E 双 ・b，未究開E50 16 32.0 

双方鯛肢切除後 a.30分交雷撤 50 24 48.0 百 ぐラフインで封 b. 未交関~I 50 13 26.0 ず:

第 1表及び第2去の貫験結果にみるとほり，

頭部切断は護蛾後直ちに行つでも，或は叉ー度交

配せしめた後に行つでも，更に叉品種的にみてそ

の純粋種たると交雑種とを問はや，何れも 1蛾だ

に交配せるを見なかった。 spち頭部を切断ナると

如何なる刺戟あるも交配の動作を示さす":;，完全に

雌蛾に接鯛せしめても無感莞なのは，頭部を切断

a されたため，全酷的に疲労その極に建したとは思

はれない。 tì~5表に明なる如く頭部を切断するも

平均4日以上も生存し，長きは 9日間も生存せる

例もあり，切断に{t{る疲労や死亡のた占うとは考え

られないが，頭部には日誌の存在する事から考えて

室賀のいうように慧蛾の雄では性慾中植が脳に存

在していて， fl蝿肢その他の器管により雄蛾は雌蛾

の護する香を感じそれが脳にある性慾中枢に伴

えて性慾を誘護せしむるものではないかと思はれ

る。此の現象はカマキリの雄がその頭部を杢〈切
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断されても交配動作を績行せしめ得るというのと

はiEに封践的である(青木1927)。

燭肢双方切除の場合に於では，“特に興奮紙態

に主主い限りは雌に接燭させても脳剃出の場合と同

税交配の動作を示さない"という室賀 (1939)の結

論とは一致したい。室賀のいうように切断前から

の縫績，又は外部からの物理的刺戟による興奮欣

態にない限りは直ちに雌に近づくとか，交配の勤

第3表第一貫験に於て虞理後再交関E迄に

要せる時間と交闘の個体重t

考量、¥¥H迄 1 h 2h 3 h 4h 

。
E 3 6 6 3 

E 5 16 6 3 

IV 3 3 2 2 

V O 2 O 

百

¥'][ O 6 13 5 3 

¥1H 4 14 10 5 

E O 3 5 10 。
E 。 O 4 3 2 
豆 O O O 

5 h 
以上

2 

o 
O 

4 

2 。
。
O 

作をしないというのではなくじて摘肢は切除され

たり，封蝋されたりして，イJ!]等かの形で、賓験に供

せられた雄蛾は，その以前からの興奮MJ，態の櫨績

や外部からの物理的刺戟の如何にかかわらす~大

憶に於て少くとも 1時間位は静止のiU，態をとるの

でるる(第 3衣及び:'it~4去)。 それ故に直ちには交

配態勢にははいらないのである。之は直ちに雌に

接購させても同様である。l}1lち，特に雌に近づく

動作を示さないのは底理直後の故で、もある。興味

深いと思はれるのは，前記の如く庭理された雄蛾

は直ちに交配の動作にはいらすコ(川口 1937)，i斬E9c

静止の:IU¥態にあるが，之を米交配蛾と粧交配蛾と

を?比較すると第3去にみるように経交配蛾が，平日

に護情して交配7ずる傾向がみられるととである。

雄蛾の咲莞は単に燭肢のみにaうるという誌には也
ちに賛成出来ない。室賀のいう如く，雄蛾が雌蛾

の芳香を鯛肢によって感じ，それが脳に侍9で|宅

愁を生じ交配の行はれるものとすれば， l'蝿肢を双

第4表第二笈験に於て虞週後，一定時間

(24時間以後は 12時間置き}に交配

の有舗を液疾せる時に於て交問中の

蛾般(第3表とは越を異にする)。

慮¥、灘現、後保貿¥時験骨汁i:垣競¥ 
2 3 

a b a b a b a 

1時間 O O 4 

3 " 7 2 

6 " 15 3 

12グ 22 14 4 4 

24" (1日) 22 15 15 7 1 14 

36グ 16 11 9 8 7 

48 " (2日) 16 10 9 4112 

60グ 7 6 9 8 5 

72グ (3日) 4 3 12 9 8 

84グ 8 6 4 8 

96グ (4日) 3 8 8 7 

140 " (5日) o 。4 O 。

4 

b 

4 

9 

4 

8 

5 

5 

O 

2 

2 

方共に切除せられたり，又切除せられた上に封蝋

されたがらもたほ且つ交配の行はれている例は，

(第一貫験の酒，共の他)県莞仕草に燭肢のみでは

たい黙を考えさせるに十分と思はれる。例えば鷲

見の場合の如く桑の臭気配求めて桑に近よる最大

の嘆覚は燭肢であろうが，桑と他の植物の葉とを

判断して桑以外之を食はぬ役目を果すIJ、顕の如き

存在もaうろう(鳥居1949)。それを行はせるものが
olfactory poreたるや否やは以上の賞験だけでは判

然としたいが，少くとも口器に存在する事は，賞

験EがVIによ七して交配率が2分の1とたってい
る酷から強想、され旬.る蕗である。 特に olfactory

poreが頭部，特に口器には他底に比して多いとい

う事は，との事寅を裏付けていると思う(賞験VI，
E参照)。
詰蛾に蹄jする中島(1929)，石来(1931)及び二

化娯蛾の貰験に必ける岩佐(1933)等のいうように

隅肢の映莞はその主要部分は先端の鞭色(iiI'C i!うるよ

うであるが，石森のいう如く梗~ìi及び、柄節には存

在せぬというのは賞験刊の結果から考えて受賞で

はないとJ目、う。

鯛肢はその全節を以って映覚と同時にその方

向器としての役目を果していると忠ばれる6 被J島

理雄蛾は底辺!直後に沿いてLばらくの|市静止の欣
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態をとるが，気候， i毘度，協度などにも膨響され

る庇多大で、ある。時として交配は数日後に始めて

開始される:n~ もあった(第 4去)。之れは側関内で

甚しい鐙具を示し，蕗.IA後3時IUJ後に就に交配欣

態に入り， そのまま 60時1111位迄継続するものも

あれは¥又一般にみるように数時IUJ後に自然害IJ愛

し更に呼び交配するもの友どるる(第3.4表L
然し 4 日日 5 日 I~ に始めて交配の行はれる{同胞

も見られるから，従って交配喜子ーの調査は少くとも

貨験開始後5，6日迄檎続して行う必要があろう。

第5表家議持i蛾の生存日般に闘する質量食

ょで 司1悦
司君恨 IfA'i剖l 縄肢 鰯肢cont- !民

rol 全部 双方 片方

除去
除去 切断 除去 除去

日幸 日目

20 (2朝) 2 2 2 

29グ(2タ) 2 4 1 

44グ(3朝) 6 1 

53グ(3タ)

68川 4朝) 2 8 3 

77グ(4タ1 2 

92グ(5朝) 2 2 6 2 2 

1011/( 5タ) 2 3 

116グ(6朝) 2 4 4 3 

1251/( 6タ) 2 2 2 

140川 7朝} 5 2 4 

149グ(7タ) 3 2 

164グ(8朝) 3 4 3 5 

173グ(8タ)

188グ(8朝) 2 

197グ(9タ) 3 

212川10朝)
官居

平均 129.4 55.5 83.5 i 98.6 131.0 140.0 

今liilの寅験でil:rIすべき現象は，一度交配後

割愛し， 1摘肢を切除されたいわゆる紅交配雄蛾の

交配率が米交配備肢-9J除雄蛾にゐける従来の宜胎

が何れも.'30%前後の交両日率(中品 1931，1112， 

1937，瀧洋 1948)で、あったのに比し比率の前iい

結果を示している4.I;.である(寅験 H，1， }V，の2，
3， 4)。特に交雑種では 2倍近い比率ぞ示している。

之は交配率こそ他に比して低いが然し阿-dMlTf.IfH

(森ガスリ)では米交配 (1'-096)と粧交配 (20.096)と

の芸はやはり 2i:~以上になっている。経交配対t蛾

は*交配対1蛾に.JtL雌~Jtに J:'lずる感覚が鋭敏とな

るものでるろうか。又は雌蛾に主JするイIIJ宅清道の物

質が雄蛾のfi豊中やi総肢にJti'えられるか関内に洩る

ものではなかろうかと足、ばれる。との断定には1，¥J

多くの寅験が必要である。然し之は室賀のいうよ

うに必宇しも興奮剤;態の継続からII1来したとはJ品

えない事は第3及び第4去によりl切らかで、ある。

次に純粋極と交雑種(1; 2， 3， 4)との比蚊に
於て，後者・の交配率は前者のそれによ七し常に遥か

に正"!jい。 なほ純粋粒相互のLll1極内に於ても(寅験

の E及び EとVとの比較)， 相蛍な挫異がみら
れるから断定は出来粂ねるが，雑種泊i勢と何等か

の閥係があるように思はれる。とのととは消3去

の結果(寅験 E及び、 Eとwとの比較)からも知
る事が出来る。 f燭W/切除後は一般に静止するのが
普通であるが，交雑強中には比蚊的!tl.¥汗ii設な動

作ーに移るものが多かった。要するに，正常なる健

全蛾でも雌蛾に於て{同組的に誘引!臨の大IJ、とか呪・

畳の強弱はるるとJ品はれるし，雄蛾に於ても隅肢

の感魔力の強弱とか，切断やパラフイン塗沫の底

却にも11/!1酷的ω:t.:.:主主があるりは首然でdうろうc 印

ち， 3.ITlい香を放っ雌蛾にi討し，たとえ偶肢を切除

してもl呉莞力の機能の強入;なる雄蛾との1mでは交
配率が大となる。然らざるものは映魔力の減退と

共/'L IJ、と友る :;:~fは肯ける露である。とれらの悩酷

的の差違は少くないから今後更に11¥米るだけ多数

の側関を以って寅験を続ける必要があると，也う。

摘要

家議蛾の15~莞及ぴ交配中枢器管を究めるため

に米及粧交配雄蛾のj鈎)j主及び頭部切除蛇ぴにそれ

を封蝋して少しく貨験を行った。その結果をるげ

てみると

1)米交配14t蛾と粧交配雄蛾とをl結j:11lせる後の

交配2容を見ると，後手千は常に前有・に比し正:jj立の交

配率を示している。粧交配推蛾は交配に依りJ感覚

的に鋭敏になるものと，Uう。

勾 感莞のj大三/イ小jト、に』は土引/'iJ一ilh日M"

があると J忠』ι、.fは土れる泊が~， q:，]:に交雑紐と純粋柿との/111

には感完の強弱に非常な7G異があり， 2 i舟にも及

ぶ函iい交配率を示Lている。とれは雑草，[[強勢と開

係、のるる現象ではないかと思う。
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3)交雑種，純粋種たるを聞はや，叉未交配，

粧交配たる争問は歩頭部切断の雄蛾には雌蛾と接

摘せしめても何等の反臨を示さない。そして 1[i!¥ 

の交配も見られなかった。とれは性慾中極器管が

脳に存在し，その支配を離れるためと}(l，はれる。
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4)燭肢に喫莞を司るものが存在するととはl切

でるる。そして雌蛾の喚を求めて近づくのは燭肢

であろう。しかし雌蛾を認識して交配動作ーに移る

ためには輩児のI}、顧の如き役目を果す器管が頭部

特に口器に多いと忠ばれる。それが果して MCIN-

DOOのいう如き olfactoryporeであるや否やはと

の賓験では断定は下し得ぬが，頭部特に口器に多

〈存在する賄よりして olfactoryporeも亦映覚の

MCIN即 0;N.E. 1919. Ann. Ento. soc. Ameri巴a.12: 2. 

投目を果すと共に交配に闘興するとみられる可能

性はある。

5)底理蛾は線て直ちには交尾動作に移らや少

くも 1時rm多くは数日間交配せぬものがあった。
交雑種及び経交配種では比較的平く動作を示した。
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Resume 

A considerable amount of works have been published， since HICKS (1860) and NAGEL (1897)， 
regarding the function of the antenna as a sensory organ in insects. Then l¥1cINDOO (1914) empha-
sized the importance of the olfactory pores as olfactory organ. On account of the fact that a large 
number of the olfactory pores occur distributed in the body of the silkworm moth， it is a matter 
of problem whether the antenna alone serves as the sensory organ or not. Some experiments habe 

been made by the author with this question in mind using silk worm moths as material， the results 
of which are given in this paper. 

A decapitated male moth， although still remaining alive in this condition for a few days， generally 
failed to cross with a female. This result seems to point out that the brain is important for the 
copulation-behavior. 

The ability for copulatioll was found to be higher in a moth from which its antennae were cut 

off after a previous copulation than in one whose antennae had been cut off before any copulation. 
The former casc showed 6096， while the latter was found to hc 3096. From this result it is 
probable that the experience of copulation takes an important rらlein that behavior. 

There seems to exist a difference in the copulation-behavior between individuals of pure strain 
and those of hybrid strain. In general the amputation of alltennae or the sealing with paraffin ren→ 
ders most of the males motionless for a few hours or cven for some days. But thc male moths of 

hybrid strain can recover in behavior earlier than those of pure strain. This is suggestive of a 
phenomenon in connection with the hybrid vigor. 

A male moth from which both antenuae had been cut off was fOllnd to crtJss with a female. 
But if a part of the head or the whole area of the head was sealed with paraffin after amputation 
of the antennae， the ability for copulation in that male moth ¥y乱sconsiderably reduced. This evidence 
seems to indicate that there are stiIl some sensory organs other than the antennae， which lead the 
male to catch the female in copulation. 


